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重点管理路線の位置図（全体図）

重点管理路線

国管理道路

フェーズ1

※フェーズ2
※フェーズ3

都市地域（人口集中地区）

※今後拡張予定

※人口集中地区及びその周辺も含め
て都市地域とし、それ以外を自然地
域とする。

県
管
理
道
路

※国、市町村及びNEXCO西日
本の管理道路についても、各
道路管理者と協議・調整を行
いながら、それぞれの連続性
に留意し、整合を図っていく。

※国土地理院発行地形図を加工して作成。

NEXCO西日本



38

重点管理路線の位置図（北部/国頭地区）

※国土地理院発行地形図を加工して作成。

重点管理路線

国管理道路

フェーズ1

※フェーズ2
※フェーズ3

都市地域（人口集中地区）

※今後拡張予定

※人口集中地区及びその周辺も含め
て都市地域とし、それ以外を自然地
域とする。

県
管
理
道
路

NEXCO西日本



重点管理路線の位置図（北部/名護以南）
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モデル区域(例)
(自然地域/①自然環境に配慮した植栽)
【路線】国道449号/名護市
【現況】タコノキ、モンパノキ、ク
サトベラ等が植栽されており、スス
キ等の雑草が繁茂し、海岸景観を妨
げている。

モデル区域(例)
(自然地域/②地域特性を活かした緑化)

【路線】県道115号線/今帰仁村
【現況】歩道に植栽されていたリュウ
キュウマツ撤去後の植栽桝から雑草が
発生している。

【国管理道路 緑化モデル地区】
国道58号許田I.C.～世富慶交差点

【国管理道路 緑化モデル地区】
国道58号恩納村リゾート海岸地区

※国管理道路の緑化モデル地区については、「沖縄の道路緑化のあり方に関する検討会」（令和２年度 沖縄総合事務局）資料を参考とした。
※国土地理院発行地形図を加工して作成。

重点管理路線

国管理道路

フェーズ1

※フェーズ2
※フェーズ3

都市地域（人口集中地区）

※今後拡張予定

※人口集中地区及びその周辺も含め
て都市地域とし、それ以外を自然地
域とする。

県
管
理
道
路

NEXCO西日本



重点管理路線の位置図（中部）
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モデル区域(例)
(都市地域/①シンボルブランディング)
【路線】県道36号線/うるま市
【現況】タイワンモクゲンジ、リュ
ウキュウマツ等が植栽されているが、
形姿不良かつ緑量が不足している。モデル区域(例)

(自然地域/②地域特性を活かした緑化)
【路線】県道146号線/中城村
【現況】リュウキュウマツ、フクギ、
モクマオウ、コバノサンダンカなど
が植栽されているが、形姿不良かつ
緑量が不足している。

※国土地理院発行地形図を加工して作成。

重点管理路線

国管理道路

フェーズ1

※フェーズ2
※フェーズ3

都市地域（人口集中地区）

※今後拡張予定

※人口集中地区及びその周辺も含め
て都市地域とし、それ以外を自然地
域とする。

県
管
理
道
路

NEXCO西日本



重点管理路線の位置図（南部）
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モデル区域【最重点管理区域】
都市地域/②ウォーカブルなまちづくり
【路線】県道39･42号線/那覇市
【現況】ガジュマル、ハイビスカス,
ブーゲンビリアが植栽されているが、
緑量が少ない。

モデル区域(例)
都市地域/③地域特性を活かした緑化
【路線】県道那覇北中城線/那覇市
【現況】ホウオウボク、イスノキ、
リュウキュウマツ等が植栽されて
いるが、周辺環境とのバランスが
取れた植栽となっていない。

モデル区域【最重点管理区域】
都市地域/①シンボルブランディング
【路線】県道那覇空港線/那覇市
【現況】ガジュマル、トックリヤ
シ、ハイビスカスが植栽されてい
るが、華やかさが少ない。

【国管理道路 緑化モデル地区】
国道329号与那原BP【国管理道路 緑化モデル地区】

国道332号

※国管理道路の緑化モデル地区については、「沖縄の道路緑化のあり方に関する検討会」 （令和２年度 沖縄総合事務局）資料を参考とした。
※国土地理院発行地形図を加工して作成。

重点管理路線

国管理道路

フェーズ1

※フェーズ2
※フェーズ3

都市地域（人口集中地区）

※今後拡張予定

※人口集中地区及びその周辺も含め
て都市地域とし、それ以外を自然地
域とする。

県
管
理
道
路

NEXCO西日本



重点管理路線の位置図（宮古地域）
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モデル区域(例)
自然地域/②地域特性を活かした緑化
【路線】県道高野西里線/宮古島市
【現況】ガジュマル、タコノキ、ヤ
エヤマヤシが植栽されているが、形
姿不良かつ緑量が不足している。

※国土地理院発行地形図を加工して作成。

重点管理路線

国管理道路

フェーズ1

※フェーズ2
※フェーズ3

都市地域（人口集中地区）

※今後拡張予定

※人口集中地区及びその周辺も含め
て都市地域とし、それ以外を自然地
域とする。
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NEXCO西日本



重点管理路線の位置図（八重山地域）
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モデル区域(例)
都市地域/①シンボルブランディング
【路線】国道390号/石垣市
【現況】ホウオウボク、リュウ
キュウコクタン、ヤエヤマヤシが
植栽されているが、緑量が不足し
ている。

※国土地理院発行地形図を加工して作成。

重点管理路線

国管理道路

フェーズ1

※フェーズ2
※フェーズ3

都市地域（人口集中地区）

※今後拡張予定

※人口集中地区及びその周辺も含め
て都市地域とし、それ以外を自然地
域とする。

県
管
理
道
路

NEXCO西日本
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基本方針

8．基本方針と行動計画（計画を具体化するためのシナリオ）

【１ 良好な沿道景観形成の取組】

①「良好な沿道景観のための街路樹のあり方に関する計画」の目標である「沖縄らしい世界水準の観光地に相応しい沿道景観の形成」を達成するため、
管理区分（「重点管理路線」及び「一般管理路線」）を設定する。重点管理路線については、空港等の拠点から世界遺産までのルートや拠点間（空港、
主要港）のルートなど県民や観光客に印象を与える効果の高いルートを選定することとし、 県民の意見も踏まえて重点管理路線を追加し、段階的に拡
張していく。

②重点管理路線は、ゾーニング（「都市地域」及び「自然地域」）ごとに沖縄の自然や歴史、伝統や文化を感じさせ、観光地としての華やかさも演出
した緑化目標像を定め、短期的観点及び中長期的観点から本計画の目標達成に向けた取組を進める。また、一般管理路線については、継続的に良好な
沿道景観の形成に向けて取り組む。

③まずは、重点管理路線において緑化目標像を定めたモデル区域（道路だけでなくその周辺地域も含む）において先行して取組を進め、樹木の成長段
階に応じた維持管理や維持管理費の試算のもと、評価、拡張を行いながら沿道景観を向上させていく。

④なお、観光客が多く訪れる県庁周辺、国際通りについて、季節を感じさせる花が年中咲いているような沿道景観の早期の形成を目指す。那覇空港周
辺や国際通り・県庁前等を「最重点管理区域」とし、大阪万博（R7年/2025年）及び首里城復元（R8年/2026年）等に向けた施工を進める。

⑤モデル区域の計画に当たっては、新たな道路緑化デザインについて、感覚的な部分をより意識した人中心の道路景観形成を検討する。（デザイン戦
略・アート戦略）

※国及び市町村・NEXCO西日本の管理道路についても、各道路管理者と協議・調整を行いながら、それぞれの連続性に留意し、整合を図っていく。

【２ 「街路樹維持管理ガイドライン（仮称）」の策定と街路樹データベースの整備】

限られた予算で効果的・効率的な街路樹の維持管理を行い、良好な沿道景観を持続するための実効性あるしくみづくりのため、①主要な植栽樹種の
選定（緑化目標像の設定）、②樹木の成長に配慮した植栽基盤、③剪定管理方針 ④管理しやすい植栽枡（帯）、⑤改善計画（更新、撤去）等を定め
た「街路樹維持管理ガイドライン（仮称）」を策定するとともに、現状を的確に把握するため、街路樹のデータベースを整備する。なお、データベー
スの整備あたっては、関係機関との連携を図りつつ、検討を進めていく。

【３ 道路雑草除去】

本計画の目標達成のための前提となる道路雑草の除去については、県管理道路において令和６年度を目途に性能規定方式の全面導入を目指し、雑草
が見られない（雑草の草丈が常に低い状態で管理されている）沿道景観形成に取り組む。国管理道路及び市町村管理道路についても性能規定方式の普
及および導入を促していく。また、性能規定という用語について、県民にわかりやすく親しみやすい名称とする。

【4 県民の意識醸成】

行政と地域、道路ボランティア、企業等が連携して取組む体制を構築するため、道路ボランティアの協議会や表彰制度及び企業サポーター制度等を
創設し、県民の意識醸成を図りながら、目標達成に向けた沖縄らしい花と緑が溢れる良好な空間の創出に取り組んでいく。

また、行政と地域ボランティア等が連携して取り組む路線を「ふれあい路線」として良好な沿道景観形成に取り組む。



取 組 目 標

短期目標 中・長期目標
R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14

大阪
万博

首里城
復元

以降

道路雑草除去
【目標の前提】 性能規定方式の導入

県管理道路
拡大 拡大 全面

導入

国道・市町村道等

道路植栽・剪定
【目標のための行動】

沖縄らしい
世界水準の観光地に
相応しい沿道景観形成
（カスタム）

重点管理路線（※段階的に拡張）

モデル区域 （※重点管理路線において
先行して取り組む区域）

最重点管理区域（※モデル区域において
特に早期に整備する区域）

（那覇空港周辺 / 国際通り・県庁周辺 等）
○県道那覇空港線
○県道39・42号線 等

良好な沿道景観形成
（スタンダード）

重点管理路線（※短期的目標）

一般管理路線（※継続した取組）

地域やボランティア、
企業等と連携した

取組
【目標のための取組】

地域や道路ボランティア、企業等と連携した取組

ふれあい路線
（※県道沖縄環状線、今後、各地域へ展開）

県民の機運醸成
県ホームページを用いた広報
道路ボランティアの啓発、士気向上

本計画の目標である「沖縄らしい世界水準の観光地に相応しい沿道景観形成」につなげるための工程表を以下に示す。
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沖
縄
ら
し
い
世
界
水
準
の
観
光
地
に
相
応
し
い
沿
道
景
観
形
成

※令和14年以降も沿道景観向上について関係機関が連携して取り組み、良好な景観を維持し、向上させていく。

行動計画（計画を具体化するためのシナリオ）

全ての路線で雑草が見られない
（雑草の草丈が常に低い状態で管理されている）

普及及び導入

企業サポート制度等、
原資を増やす制度の
検討・導入

ボランティア協議会の
設置

フェーズ1 ➡ フェーズ2,3

計画・施工・
評価等

地域や企業等との
連携体制の構築

県独自の表彰制度の
実施 など

モデル区域の施工・評価・拡張

①雑草の草丈が常に低い状態で管理されている。
②街路樹に係る道路利用上の安全性が確保されている。
③街路樹は弱剪定による矯正型自然樹形が基本形となっている。
④草花等により華やかな景観が形成されている。
⑤歩道幅員等の周辺環境を踏まえたバランスの良い植栽、剪定となっている。



道路植栽・剪定【良好な沿道景観のための行動】

良好な沿道景観形成のための
街路樹のあり方等に関する計画

【Ⅱ. 街路樹維持管理ガイドライン(仮称)の策定（R4～5）】

樹木毎の成長特性の整理

重点管理路線
全体への適用

ガイドライン(仮称)の内容
①主要な植栽樹種（緑化目標像）
②樹木の成長に配慮した植栽基盤
③剪定管理方針
④管理しやすい植栽桝(帯)
⑤改善計画（更新・撤去）

植栽基盤及びその管理方針検討 植栽基盤の試験改良・評価

植栽桝(帯)の試験改良・評価植栽桝(帯)の改良方針検討

街路樹データベース整備及び課題抽出 全面運用

剪定管理方針の検討

【Ⅲ. 街路樹データベースの整備（R4～6）】

【短期的目標】
良好な沿道景観形成

【中・長期的目標】
沖縄らしい世界水準の観光地に相応しい沿道景観形成

【Ｒ3】 【Ｒ４～R８】 【Ｒ９～R13】 【Ｒ14～】

一般管理路線（雑草管理、剪定管理、草花等植栽など）

主要な植栽樹種の選定方針検討 主な植栽樹種の選定
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モデル区域の施工を通した沿道景観の向上

【Ⅰ. 良好な沿道景観形成の取組（R4～）】

※R4,5年度で形を作り、時間を要する項目について
は、進めながら追加・更新していく。

相互で必要な情報を活用しつつ進めていく

相互で必要な情報を活用しつつ進めていく

モデル区域の施工
モデル区域の計画策定
（緑化目標像の設定）

モデル区域の評価･拡張
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更新･撤去計画の検討改善箇所の選定

一部運用及び改善

重点管理路線／モデル区域の選定(都市地域及び自然地域)
・樹木の成長段階に応じた維持管理
・高木維持管理費の試算

管理区分の設定
・重点管理路線
・一般管理路線

県ホームページを用いた広報、ボランティア協議会の設置、企業
サポーター制度の創設、ボランティア表彰制度の創設 など

【Ⅳ. 県民の意識醸成（R4～） 】

※ゾーニングや道路規格等に応じ
たスタンダードの類型化を行う。

※関係機関との連携を図り、検討を進めていく。

※モデル区域における最重点管理区域を早期に整備する
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高木の成長特性を樹齢の異なる樹木形状寸法の測定や既存文献を基に予測する（図１）。予測した経年的
な成長特性を踏まえて、維持管理計画を検討する（図2）。

図1 樹木の成長予測式（ケヤキ）
出典：国総研資料（第 1049号）

図2 樹木の成長段階に応じた維持管理計画（イチョウ）
出典：国総研資料（第 1083 号）

樹木の成長段階に応じた維持管理

高木維持管理費の試算

５年後（令和８年度）には、「沖縄らしい世界水準の観光地に相応しい沿道景観形成」を目指して、少なくとも重
点管理路線【フェーズ１：約120km（全体の1割程度）】の整備及び適正な維持管理を必要とした場合の維持管理費
の試算を以下に示す。

重点管理路線116kmを対象として、仮に高木植栽本数3割程度の植栽基盤の改良、必要な植栽枡（帯）の改良、問
題箇所の更新･撤去を行い、 3年に1回程度の適正な剪定管理の必要があるとする。その実現のために重点管理路線の
高木維持管理費に要する費用は、年間約1.9億円を必要とする。一方、現在の維持管理に係る年間予算額は約1億円
となっている。

※植栽基盤の改良、必要な植栽枡（帯）の改良、問題箇所の更新･撤去については、延長当たりの費用をおおまかに試算した。また、高木剪定
費については、令和2年度実績を基に試算した。

高木維持管理費の試算



短期的目標である「良好な沿道景観の形成」を達成し、中・長期的目標である「沖縄らしい世界水準の観
光地に相応しい沿道景観形成」に繋げるための具体的な取組みと行動計画を以下及び次ページに示す。
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Ⅲ. 街路樹データベースの整備
Ⅲ-1 街路樹データベース整備及び課題抽出
Ⅲ-2 街路樹データベースの一部運用及び改善
Ⅲ-3 街路樹データベースの本運用

具体的な取組の内容

Ⅰ. 良好な沿道景観形成の取組
【Ⅰ-1 重点管理路線の設定（緑化目標像の設定）】
Ⅰ-1-1 計画策定（カスタム）
Ⅰ-1-2 モデル区域の選定及び施工
Ⅰ-1-3 モデル区域の評価及び拡張

※最重点管理区域を早期に整備する。

【Ⅰ-2 重点管理路線の拡張】
Ⅰ-2-1 県民の意向等を踏まえた重点管理路線の追加

【Ⅰ-3 一般管理路線における継続的な取組】
Ⅰ-3-1 計画策定（スタンダード）
Ⅰ-3-2 剪定管理、草花等植栽 等

Ⅱ. 街路樹維持管理ガイドライン(仮称)の策定
【Ⅱ-1 主要な植栽樹種の選定】
Ⅱ-1-1 主要な植栽樹種選定方針の検討
Ⅱ-1-2 主要な植栽樹種の選定

【Ⅱ-２ 樹木の成長に配慮した植栽基盤】
Ⅱ-2-1 植栽基盤及び管理方針の検討
Ⅱ-2-2 植栽基盤の試験改良及び評価
Ⅱ-2-3 樹木の成長に配慮した植栽基盤の拡張

【Ⅱ-3 矯正型自然樹形を基本とした剪定管理の実施】
Ⅱ-3-1 樹木の成長特性の整理及び剪定管理方針の検討

Ⅱ-3-2 重点管理路線一部への適用及び改善
Ⅱ-3-3 重点管理路線全体への適用
Ⅱ-3-4 一般管理路線一部への適用及び改善
Ⅱ-3-5 一般管理路線全体への適用

【Ⅱ-4 管理しやすい植栽桝(帯)】
Ⅱ-4-1 管理しやすい植栽桝(帯)の改良方針の検討
Ⅱ-4-2 管理しやすい植栽桝(帯)の試験改良及び評価
Ⅱ-4-3 管理しやすい植栽桝(帯)の拡張

【Ⅱ-5 問題箇所の改善】
Ⅱ-5-1 改善箇所の検討（重点管理路線）
Ⅱ-5-2 更新・撤去計画の検討及び実施（重点管理路線）
Ⅱ-5-3 改善箇所の検討（一般管理路線）
Ⅱ-5-4 更新・撤去計画の検討及び実施（一般管理路線）

Ⅳ. 県民の意識醸成
Ⅳ-1 県ホームページを用いた広報
Ⅳ-2 ボランティア協議会の設置
Ⅳ-3 企業サポーター制度等の創設
Ⅳ-4 ボランティア表彰制度の創設 など

※検討委員会及び県庁関係課会議は継続して行う予定



取組み項目 令和4年度～8年度 令和９年度～13年度 令和14年度～

Ⅰ. 良好な沿道景
観の形成の

取組

Ⅰ-1
重点管理路線の設定（緑化目標
像の設定）

Ⅰ-2
重点管理路線の拡張

Ⅰ-3
一般管理路線における継続的な取組

Ⅱ. 街路樹維持
管理ガイドライン
(仮称)の策定

Ⅱ-1主要な植栽樹樹種の選定

Ⅱ-2
樹木の成長に配慮した植栽基盤

Ⅱ-3
矯正型自然樹形を基本とした剪
定管理の実施

Ⅱ-4
管理しやすい植栽桝(帯)

Ⅱ-5
問題箇所の改善

Ⅲ. 街路樹データベースの整備

Ⅳ. 県民の意識醸成

具体的な取組の計画
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Ⅰ-1-2 モデル地域の選定
及び施工

Ⅰ-1-3 モデル地域の
評価及び拡張

Ⅰ-2-1 県民の意向等を踏まえた
重点管理路線の追加

Ⅰ-3-2 剪定管理、草花等植栽など

【Ⅱ. 街路樹維持管理ガイドライン(仮称)の策定】

Ⅱ-1-1 主要な植栽樹種の
選定方針の検討

Ⅱ-1-2 主要な植栽樹種の
選定

Ⅱ-2-1 植栽基盤及び管理
方針の検討

Ⅱ-2-2 植栽基盤の試験改
良及び評価

Ⅱ-2-3 樹木の成長に配慮し
た植栽基盤の拡張

Ⅱ-3-1 樹木の成長特性の
整理及び剪定管理方針の検討

Ⅱ-3-2 重点管理路線一部
への適用及び改善

Ⅱ-3-3 重点管理路線全体
への適用

Ⅱ-3-4 一般管理路線一部
への適用及び改善

Ⅱ-3-5 一般管理路線全体
への適用

Ⅱ-4-1 管理しやすい植栽枡
（帯）の改良方針の検討

Ⅱ-4-2 管理しやすい植栽枡
（帯）の試験改良及び評価

Ⅱ-4-3 管理しやすい植栽枡
（帯）の拡張

Ⅱ-5-1 改善箇所の検討
（重点管理路線）

Ⅱ-5-2 更新･撤去計画の検討
及び実施（重点管理路線）

Ⅱ-5-3 改善箇所の検討
（一般管理路線）

Ⅱ-5-4 更新･撤去計画の検討
及び実施（一般管理路線）

Ⅲ-1 街路樹データベース
整備及び課題抽出

Ⅲ-2 街路樹データベース
の一部運用及び改善

Ⅲ-3 街路樹データベース
の本運用

Ⅳ-2 ボランティア協議会の設置

Ⅳ-3 企業サポート制度等の創設

Ⅳ-4 ボランティア表彰制度の創設 など

※道路管理者が主体となる取組みであるが、県庁関係課の連携・協力
も得ながら、検討委員会等の意見も反映して進めていく。

Ⅰ-3-1 計画策定(スタンダード)

Ⅰ-1-1 計画策定（カスタム）

Ⅳ-1 県ホームページを用いた広報

※最重点管理区域を早期に整備する
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各主体の役割分担
主 体 役 割

沖縄県

土木建築部

道路管理課
・道路除草や適正な道路植栽及び管理のための調査検討等
・業務評価制度や性能規定発注に向けた取組み
・計画内容の所管事業への反映等

各土木事務所 ・県管理課道路の除草、植栽及び管理等

道路街路課 ・計画内容の所管事業への反映等

都市計画・
モノレール課

・良好な沿道景観向上のための調査及び取組等（市町村の景観形成担当課とも連携）
・本計画の「重点管理路線の選定」や「景観保持の手法」等について、景観関連施策との連携及び協力等

環境部 環境再生課
・緑化に関する必要な調査や普及啓発等（庁内緑化マトリックス組織の事務局）
・ボランティアへの苗木の配布等

文化観光
スポーツ部

観光政策課
観光振興課

・沖縄らしい世界水準の観光地に相応しい沿道景観の提案、観光施策への位置づけ
・観光税の道路維持管理への活用検討
・観光関連団体への協力呼びかけ等

農林水産部

営農支援課
・除草剤の使用について所管の観点から意見
・道路における除草剤使用について正しい知識の普及啓発等

森林管理課
・樹木の生態特性等を勘案した植栽候補種の更新についての意見等
・樹木の成長シミュレーション、植栽土壌改良、病害虫対策等に係る協力等

知事公室
特命推進課 副参事
(県土づくり担当)

・庁内における横断的な取組みの調整

沖縄総合事務局 開発建設部
道路管理課 ・道路除草や適切な沿道植栽及び管理のための調査検討等

各国道事務所 ・国管理道路の除草、植栽及び管理等

市町村
道路管理担当部局 ・市町村管理道路の除草、植栽及び管理等

景観担当部局 ・沿道景観の向上について、県と連携を図る

NEXCO西日本 沖縄高速道路事務書 保全計画課 ・管理道路の除草、植栽及び管理等

関係団体

(公社)沖縄県緑化推進委員会 ・道路ボランティア団体の新規確保や継続的取組の環境整備等

(一社)沖縄県造園建設業協会 ・沖縄らしい世界水準の観光地に相応しい沿道景観の形成に向けた専門団体としてのノウハウの提供や技術支援等

(公社)沖縄県建築士会 ・沖縄らしい良好な景観形成のための沿道景観の向上に関する連携及び協力等

(一社)沖縄県測量建設コンサルタンツ
協会

・業務を通した沿道景観整備に係る課題の抽出と関係機関等への提言
・ボランティア活動への参加企業の拡充と緑の募金への協力

沖縄県技術士会 ・世界の島嶼国･地域のモデルとなる質の高い沖縄の沿道景観整備に係る技術協力

民間

道路ボランティア ・沿道の植栽及び清掃活動等を行う

一般企業 ・敷地内や近傍沿道の植栽及び清掃活動等を行うとともに、ボランティアの支援等を行う

自治会、通り会、県民 ・沿道景観に対する県民意識を醸成し、近傍沿道の植栽及び清掃活動等を行う
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本計画を策定するにあたっての取組経緯

1. 検討委員会
①構成員

②開催日
第1回 令和3年12月24日（事前説明11月15日～24日）
第2回 令和4年3月24日（事前説明3月14日～17日）

③公表前説明 令和4年4月20日～25日

2. 県庁関係課会議
①構成員

②開催日
第1回 令和3年5月25日
第2回 令和3年8月24日
第3回 令和3年11月11日
第4回 令和4年2月8日

3. 国・市町村及び関係団体への意見照会
①意見照会対象者

・沖縄総合事務局開発建設部道路管理課
・北部国道事務所、南部国道事務所
・県内41市町村
・造園業登録業者224社（第1回意見照会のみ）

②意見照会期間
第1回 令和4年1月12日～1月28日
第2回 令和4年2月28日～3月10日

氏 名 所 属

有
識
者

安里 昌利 那覇空港ビルディング㈱ 代表取締役

飯塚 康雄 国土技術政策総合研究所 緑化生態研究室 主任研究官

下地 芳郎 (一財)沖縄観光コンベンションビューロー 会長

平良 喜一 (公社)沖縄県緑化推進委員会 理事長

花城 良廣 (一財)沖縄美ら島財団 理事長

宮城 邦治(委員長) 沖縄国際大学 名誉教授

森根 清昭 (一社)沖縄県造園建設業協会 副会長

行
政

前川 智宏 沖縄県土木建築部 土木整備統括監

粂野 真一郎 沖縄総合事務局 企画調整官

比嘉 直樹 沖縄市（市長会会長）建設部長

島袋 光樹 宜野座村（町村会副会長）建設課課長

所 属 役 割

土木建築部 道路管理課 補修班長 【事務局】 良好な沿道景観(維持管理)

土木建築部 都市計画･ﾓﾉﾚｰﾙ課 景観形成班長 沖縄らしい風景づくり

土木建築部 道路街路課 企画調整班長 良好な沿道景観(道路整備）

環境部 環境再生課 緑化推進班長 沖縄らしい緑地の創出

文化観光ｽﾎﾟｰﾂ部 観光政策課 観光文化企画班長 世界から選ばれる観光地づくり

農林水産部 営農支援課 農業環境班長 除草剤の知識の普及等

農林水産部 森林管理課 森林企画班長 病害虫対策に係る協力等

知事公室 特命推進課 副参事 関係部局間の調整

本計画を策定するにあたり、下記に示す検討委員会、県庁関係課会議、国・市町村及び関係団体への意見
照会等を行った。

4. 国や市町村への説明
①町村会理事会への説明 令和4年2月4日
②沖縄市（市長会会長）への説明 令和4年2月9日
③宜野座村（町村会副会長）への説明 令和4年2月14日
④市長会総会での事務局からの周知 令和4年2月17日
⑤北部・南部国道事務所 令和4年3月９日
⑥沖縄総合事務局 令和4年3月15日

5. 県民への周知
①本計画に係る県民意見の募集 令和４年７月１日～８月１日
①県ホームページを用いた広報（本計画の公表）令和4年９月９日


